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令和７年度 施策懇談会の実施について 

 

１ 目的 

施策開始から 18年が経過し、大綱期間の終了まで残り２年を切る中、これまでの水源

環境保全・再生かながわ県民会議の取組・成果等について振り返り、大綱期間終了後の県

民参加のあり方を検討するため、施策懇談会を開催する。 
 
２ 実施日時 

令和８年３月下旬（日程調整の上、第 65回県民会議と極力同日開催とする） 

所要時間は３時間程度（予定） 

 

３ 会場 

  神奈川県庁近隣の会議室 

 
４ 実施方針 

（1） 司会・進行 

   水源環境保全・再生かながわ県民会議座長 土屋 俊幸（東京農工大学 名誉教授） 

（2） 議題 

   県民会議における各委員会・作業チームの意義、県民が主体的に取り組める仕組み

となる制度設計と順応的管理の着実な推進とは 

（3） 議題への対応 

ア 前年度に、県民会議の構成要素である各委員会及び作業チームについて検討を行

ったため、今年度は相互の連携や県民会議（全体）について議論する。 

イ 相互の連携に関する検討に当たって、今年度は施策調査専門委員会及び事業モニ

ターチームが各自議論を行っているため、それぞれの議論の内容を全体で共有し、

他の委員会・チームの連携も含め、県民会議全体で検討を行う。 

ウ 県民会議（全体）の議論としては、令和９年度以降の次期計画を見据え、より実

効的・実践的な仕組みについて検討する。 

エ 最後に全体を通しての意見交換を行うための自由討論時間を設ける。 
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（4） 当日のタイムテーブル（例） 

時間 項目等 説明者等 

13:00～14:30 

 

14:45～14:50 

 

14:50～15:05 

 

 

15:20～16:20 

 

 

 

 

 

16:20～16:30 

 

16:30～17:40 

 

 

 

 

17:40～17:50 

 

 

17:50～18:00 

 

 

（県民会議） 

 

■ 開会・オリエンテーション【５分】 

 

■ 県民会議における各委員会・作業チームの役割（変遷

を含む）及びこれまでの取組状況等の説明【15分】 

 

◇ 各委員会・作業チームとの連携に係る検討 【60分】 

 

① 施策調査専門委員会及び事業モニターチームにおけ

る検討状況について［15分］ 

② 課題及び改善方向についての意見交換等［45分］ 

 

＜休憩（10分）＞ 

 

◇ 県民会議のあり方に係る検討 【70分】 

 

① 検討内容について［10分］ 

② 課題及び改善方向についての意見交換等［60分］ 

 

■ 自由討論（全体を通しての意見交換）[10分] 

 

 

■ 講評・閉会 

 

 

 

 

土屋座長 

 

事務局 

 

 

（進行） 
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